









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  撮影：Gary Blakeley
写真 3　J.R. モット































































































































































































































































































































































































































































































































































写真 4　W.M. ヴォーリズ宣  
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　 （1934 年 2 月、宝塚ホテル）
写真 25　高等商業学部第 19 期生卒
　　　　 業式（1934 年）
写真 24　大学昇格問題の臨時学生大　


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































写真 36　Mastery for Service の提唱　






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　  救援団（1923 年）
し
て
い
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
方
は
、
関
東
大
震
災
で
も
、
こ
の
阪
神
大
震
災
で
も
、
関
学
さ
ん
は
被
災
者
と
共
に
寄
り
添
っ
て
下
さ
り
、
不
思
議
な
校
風
で
す
ね
、
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
恐
ら
く
、
学
生
達
は
、M
astery for Service
を
実
践
し
よ
う
と
は
意
図
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
結
果
と
し
てM
astery for Service
を
実
践
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
　
ま
た
、
戦
前
の
不
幸
な
時
代
で
し
た
が
、
韓
国
か
ら
の
多
く
の
留
学
生
に
対
し
て
、
ベ
ー
ツ
先
生
は
温
か
い
対
等
な
態
度
で
接
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
留
学
生
の
中
に
は
、
学
院
創
立
一
〇
〇
周
年
に
大
学
か
ら
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
朴
大
善
（
一
九
一
六
～
二
〇
一
〇
年
）
元
延
世
大
学
総
長
や
、欧
米
で
も
知
ら
れ
る
世
界
的
な
民
衆
神
学
者
の
玄
永
学
（
一
九
一
六
～
二
〇
〇
四
年
）
元
梨
花
女
子
大
学
教
授
等
が
お
ら
れ
ま
す
。
（
二
）
世
界
平
和
を
求
め
て
  
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
に
お
け
る
ベ
ー
ツ
先
生
の
貢
献
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
重
要
な
貢
献
を
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
ま
ず
特
筆
166
す
べ
き
こ
と
は
、
一
九
二
五
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
四
回
総
会
に
お
い
て
院
長
と
し
て
出
席
し
、
教
育
同
盟
の
会
長
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
総
会
の
冒
頭
で
、
会
長
と
し
て
「
開
会
の
演
説
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
演
説
に
お
い
て
注
目
し
た
い
の
は
、
ベ
ー
ツ
先
生
が
、
世
界
平
和
の
理
念
を
鮮
明
に
表
明
し
て
い
る
点
で
す
。
特
に
、
一
九
二
五
年
か
ら
全
国
の
中
学
校
か
ら
大
学
に
い
た
る
ま
で
正
課
と
し
て
軍
事
教
練
が
実
施
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
直
面
し
、
ベ
ー
ツ
先
生
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
男
子
学
校
で
当
面
の
解
決
す
べ
き
重
大
問
題
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
困
難
な
問
題
に
対
し
て
、
一
面
法
律
を
守
る
大
切
さ
を
強
調
し
つ
つ
も
、
他
面
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
と
し
て
、「
軍
国
主
義
に
対
し
て
断
乎
と
し
て
反
対
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
世
界
の
平
和
、
戦
争
の
な
い
世
界
と
い
う
理
想
は
、
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は 
長
い
年
月
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
を
希
望
し
、
祈
り
、
常
に
そ
の
実
現
に
努
力
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
、
そ
の
旨
を
決
議
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
（『
ベ
ー
ツ
宣
教
師
』
一
七
三
頁
）。
  
こ
の
演
説
に
お
い
て
、
ベ
ー
ツ
先
生
は
、
総
会
に
お
け
る
審
議
事
項
と
し
て
、
軍
事
教
育
の
中
止
を
要
求
す
る
件
を
決
議
す
る
こ
と
を
提
議
し
て
い
ま
す
が
、
議
題
と
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
開
会
演
説
に
お
い
て
、
世
界
平
和
の
理
念
を
掲
げ
つ
つ
、
軍
国
主
義
へ
と
向
か
う
時
代
的
動
向
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
意
義
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
ベ
ー
ツ
先
生
の
軍
国
主
義
的
な
時
代
動
向
に
対
す
る
具
体
的
な
提
議
は
、
当
時
の
国
内
外
の
情
勢
を
鑑
み
る
と
き
、
決
し
て
単
な
る
理
想
論
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
後
、
そ
の
痛
切
な
反
省
か
ら
一
九
二
〇
年
に
国
際
連
盟
が
成
立
し
、
新
渡
戸
稲
造
氏
が
事
務
次
長
（
二
六
年
一
二
月
ま
で
）
と
し
て
国
際
平
和
を
推
進
し
、
ま
た
世
界
の
キ
リ
ス
ト
教
界
で
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
セ
ー
デ
ル
ブ
ロ
ム
監
督
（
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
）
の
提
唱
に
よ
り
平
和
を
求
め
る
世
界
会
議
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
一
九
二
五
年
）
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
時
期
、
日
本
の
教
育
界
で
も
平
和
を
求
め
る
機
運
が
高
ま
り
を
見
せ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
国
内
外
の
情
勢
を
見
す
え
た
ベ
ー
ツ
先
生
の
提
議
は
決
し
て
単
な
る
理
想
論
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
　
も
う
一
つ
の
世
界
平
和
を
希
求
す
る
ベ
ー
ツ
先
生
の
祈
り
と
行
動
は
、
一
九
四
〇
年
一
二
月
末
に
学
院
を
辞
し
て
、
カ
ナ
ダ
へ
の
帰
国
し
た
後
に
う
か
が
え
ま
す
。
カ
ナ
ダ
ヘ
帰
国
後
、
ベ
ー
ツ
先
生
は
学
院
の
た
め
に
祈
り
続
け
て
お
ら
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
Ｃ・Ｊ・Ｌ・ベーツ宣教師の生涯と思想  
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一
九
四
一
年
八
月
二
二
日
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
い
て
、
世
界
の
キ
リ
ス
ト
教
界
の
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
る
Ｊ
・
Ｒ
・
モ
ッ
ト
（
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
）
と
相
談
し
、
全
米
向
け
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
、
当
時
は
敵
国
の
日
本
に
対
し
て
憎
し
み
を
強
く
抱
い
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
国
民
に
呼
び
か
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ラ
ジ
オ
・
ス
ピ
ー
チ
の
原
稿
「
日
本
理
解
」（U
nderstanding Japan
）
が
、
著
作
に
（
英
語
と
日
本
語
）
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
戦
争
で
敵
対
関
係
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
戦
争
を
駆
り
立
て
る
日
本
の
軍
国
主
義
的
暴
走
を
憂
い
つ
つ
、
三
〇
年
以
上
に
及
ぶ
日
本
で
の
生
活
経
験
を
も
と
に
、
日
本
の
人
々
の
事
、
そ
の
豊
か
な
伝
統
や
す
ば
ら
し
い
文
化
を
、
ど
う
か
憎
し
み
を
押
さ
え
て
、
冷
静
に
理
解
し
て
ほ
し
い
と
語
り
か
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、「
隣
人
と
共
に
生
き
る
本
質
的
な
条
件
の
一
つ
は
、
そ
れ
が
個
人
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
あ
れ
、
国
家
レ
ヴ
ェ
ル
で
あ
っ
て
も
、
お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
合
い
、
認
め
合
う
こ
と
を
試
み
る
べ
き
で
す
」（『
ベ
ー
ツ
宣
教
師
』
六
九
頁
）
と
呼
び
か
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
　
さ
ら
に
、「
仏
教
と
儒
教
の
影
響
の
下
、
何
世
紀
に
も
わ
た
る
鍛
錬
の
賜
物
で
あ
る
日
本
国
民
に
し
っ
か
り
根
付
い
た
文
化
、
そ
し
て
変
化
に
富
ん
だ
景
観
、
荘
厳
な
山
々
、
急
な
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、
静
寂
な
湖
、
複
雑
な
海
岸
線
と
の
接
触
に
よ
り
培
わ
れ
た
日
本
人
固
有
の
自
然
観
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
日
本
人
は
最
高
に
礼
儀
正
し
い
国
民
で
、
日
本
で
一
生
涯
を
過
ご
し
た
ら
、
親
切
以
外
に
受
け
る
も
の
は
何
も
な
い
で
し
ょ
う
。
日
本
は
、
芸
術
家
、
画
家
、
詩
人
、
繊
細
な
タ
ッ
チ
と
匠
の
技
を
持
つ
工
芸
家
の
国
で
す
。
日
本
人
は
大
変
器
用
で
、日
本
人
が
つ
く
る
も
の
は
す
べ
て
芸
術
の
香
り
が
し
ま
す
」
と
、日
本
の
伝
統
文
化
や
自
然
観
、
芸
術
の
見
事
さ
に
言
及
し
て
い
ま
す
。（『
ベ
ー
ツ
宣
教
師
』
七
〇
頁
）
　
そ
し
て
最
後
に
、「
世
界
に
散
ら
ば
る
日
本
の
友
は
、
日
本
が
現
在
の
道
を
突
き
進
む
な
ら
、
大
変
な
惨
事
が
不
気
味
に
迫
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
怯
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
日
本
は
四
方
―
北
、
南
、
東
、
西
―
の
敵
と
戦
お
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
中
国
で
の
戦
争
が
終
結
し
な
い
ま
ま
、
北
の
ロ
シ
ア
、
南
の
大
英
帝
国
、
海
上
の
ア
メ
リ
カ
と
戦
争
を
始
め
る
の
は
、
確
か
に
あ
ま
り
に
荷
が
重
過
ぎ
ま
す
。
注
意
深
く
観
察
す
る
こ
と
す
ら
狂
気
の
沙
汰
で
す
！
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に
、よ
り
良
く
、よ
り
賢
明
で
、
よ
り
分
別
あ
る
協
議
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
す
」（『
ベ
ー
ツ
宣
教
師
』
七
四
頁
）
と
切
々
と
呼
び
か
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
三
ヶ
月
半
後
、
真
珠
湾
攻
撃
を
日
本
が
仕
掛
け
、
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
ま
し
た
が
、
戦
争
回
避
の
た
め
に
ベ
ー
ツ
先
生
が
ラ
ジ
オ
放
送
を
通
じ
て
全
米
に
呼
び
か
け
た
平
和
へ
の
努
力
は
、
改
め
て
私
た
ち
も
心
に
刻
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
168
結
　
び
：
ベ
ー
ツ
先
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
　
以
上
、【
一
】
関
西
学
院
に
赴
任
す
る
ま
で
、【
二
】
関
西
学
院
時
代
と
帰
国
で
は
、ベ
ー
ツ
先
生
の
生
涯
に
つ
い
て
、【
三
】『
神
学
評
論
』
掲
載
の
論
考
か
ら
、【
四
】M
astery for Service
に
込
め
ら
れ
た
思
想
で
は
、
そ
の
思
想
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
【
２
】
関
西
学
院
時
代
と
帰
国
に
お
い
て
言
及
し
ま
し
た
ベ
ー
ツ
先
生
の
三
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
学
院
創
立
一
三
〇
周
年
を
迎
え
る
中
で
も
う
一
度
心
に
刻
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
原
田
の
森
時
代
（
一
九
一
〇
～
）
：M
astery for Service
　
上
ケ
原
時
代
（
一
九
二
九
～
）
：W
e H
ave N
o Fence
　
戦
時
体
制
で
の
帰
国
（
一
九
四
〇
～
）
：K
eep T
his H
oly Fire Burning　
〈
基
本
文
献
〉
１
．
Ｒ
・
グ
ル
ー
ベ
ル
監
修
、
神
田
健
次
・
池
田
裕
子
編
『
Ｃ
・
Ｊ
・
Ｌ
・ 
べ
ー
ツ
宣
教
師
の
挑
戦
と
応
戦
』（
関
西
学
院
大
学
出
版
　
　
会　
二
〇
一
九
年
）
２
．『
関
西
学
院
百
年
史　
通
史
編
Ⅰ
、
Ⅱ
』（
関
西
学
院　
一
九
九
七
～
九
八
年
）
３
．『
関
西
学
院
事
典　
増
補
改
訂
版
』（
関
西
学
院　
二
〇
一
四
年
）
４
．
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
百
年
史
』（
教
文
館　
二
〇
一
二
年
）
